





































い。英訳本は Megan Backus によるKitchen である。なお、[　] 内には話し手の名を
示した。　　
例 1
　　「住む所、決まりましたか？」 [ 雄一 ]
　　「まだ全然」   [ みかげ ]





　　「やっぱり。」　  [ 雄一 ]　　　　　　　　（『キッチン』p.10）
　　 “Did you decide on a place to live yet?”
　　 “Not even close.”  I smiled.
　　 “I see.” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（KITCHEN  p.6）
　みかげが笑ったことに対して雄一が、ここで「やっぱり」に対応する表現として与
えられたものは “I see.”である。英英和辞典（英英辞典に一部、和訳が加えられて
いるもの）であるCOBUILD Advanced Dictionary of American English, English/Japanese  1st 
edition（2008）（以下、COUBUILD と略記）によれば “I see.” について次のものが挙
げられている。
　　





　‘He came home in my car.’ - ‘I see.’（「彼は私の車で帰って来た。」「なるほど。」）
　　（「彼は私の車で帰宅した。」−「ああ、そう。」筆者訳）
　























He stopped in front of my house. “So,” he said, “be sure to bring me back 
something.” After this he’d be going back to that apartment, alone. Soon, no 
doubt, he’d be watering his plants.
“An eel pie, of course.” I laughed.        　　　　　　 （MOON---KITCHEN  p.77）
例１と同様にCOUBUILD において ‘of course’ がどう説明されているか検討してみよ
う。
You say of course  to suggest that something is normal, obvious, or well-known, 
and should therefore not surprise the person you are talking to. （SPOKEN）　
 
例文としては次のものがある。
1. Of course there were lots of other interesting things at the exhibition.
（もちろん / 言うまでもなく、展覧会には他にも面白いものがたくさんあった。
筆者訳）
2.  “I have read about you in the newspapers of course,” Charlie said.




る。この「やっぱり」の英語対応表現は ‘of course’となっている。COUBUILD にあ
る例文１、例文２からは ‘of course’ は辞書の記述通り「もちろん」「言うまでもなく」
の意で間違いないだろう。しかし、その根拠としては論理的な必然性がある場合、また、
当然過ぎて「言うまでもない」等、さまざまなものが考えられる。この内の後者は次
節の（c）に挙げる ‘As people say’ の指すところに部分的に通じる。ただし、前者、





















　話者が A. 目前の事態を認知（ここは静かだ）した際に、B. それに関わる過去に得
た知識・情報が同時に想起され、表現される。この心的過程を示す「やっぱり」を英
語で表現すると次の三通りが考えられるという。
　（a）As I expected, ~
　（b）As you told me, ~












方、日本語では心的内容を言語記号で示す（氏家 2007 p.115） ということが言える。



































で説明することができる。つまり、第 3、第 4 項に属すものは第 1 項、第 2 項の示す
意識を概念化したものである「客体的表現」に発し、文法化現象へと特にその内の




















　　１．【同様に】also、too  ２．【たとえそうでも】all [just] the same　

















　これに関連して、1962 年出版のKenkyusha's New Japanese-English Dictionary では 「や
はり」の項に、‘after all’ が記載されている。これは主体的表現を早くに示したもの
なのか。例文として次のものがある。
He turned out to be a knave after all.（彼はやはり悪漢だった。） ・・・・・・②












小説等の翻訳において「やはり／やっぱり」に ‘after all’ が対応表現とされた例を
検討する。
４.　小説等の英訳に見る‘after all’









る上で得難い作品であるという理由に基づく。その 3 種とは以下の通りである。 
・ 1968 年  Umeji Sasaki 訳、チャールズ・E.　タトル出版
・ 1997 年  Alan Turney 訳、講談社英語文庫出版 [ 以後 、A・T と略す ]
・ 2006 年  Joel Chon 訳、講談社インターナショナル出版   [ 以後 、J・C と略す ]
作品中、「やはり／やっぱり」は全 19 の使用例が見られたが、‘after all’ を対応表現





A･T：Although I couldn't see myself becoming anything, Kiyo kept on saying, 
"You will! You will!" so I thought that perhaps I might after all. Looking 
back on it all now, it seems ridiculous.　（p.13, l.14）
　ここでの「やっぱり」は「清」が繰り返して言うため、自分もそれ「と同様に」何
かになると思うに至ったの意を示す。「誰かがこうなると言うから、自分もそのよう












J･C： As I stood there sunk in my thoughts, the silence was suddenly 
shattered by dozens of voices screaming "One, two, three . . . 
YAAAAAHHH!!!" from down at the end of the corridor where the moon 
was shining in so brightly, followed in no time by the same rhythmic 
stomping of feet on the wooden floor that I'd heard before. So it hadn't 











J･C： "You're taking them back?" he asked incredulously. "Yeah," I explained, 
"I didn't want to accept any favors from you so I was determined to 
return your money, but when I thought things over later I decided that 
it was better to accept after all, so I'm taking these back." The Porcupine 






















としての ‘after all’ に原文がどの位映し出されているかを、思考・認知作用に焦点
を当てて検討した。




　客体的表現については前節の『坊ちゃん』で１や２の例を見た。第 3 節で見た② ‘He 







It’s success proved that the target we set was correct after all.  ・・・・・④ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小松達也 2000,p.40）
       
　英文は「成功したことで、我々が設定したターゲットが『結局／最後に／最終的に』










的認識は表現されないままに、客体的表現の ‘after all’ が当てられた例となる。
　では、次に英語の主体的表現に目を転じよう。Oxford Advanced Learner’s Dictionary
（2010）〔以後、OALD とする〕には以下の記述がある。
 
1 despite what has been said or expected 
Ex. So you made it after all! 
（ああ／さあ／じゃあ、[ いろいろあったが ] 結局やり遂げたじゃないか。筆
者訳） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑤
2 used when you are explaining sth, or giving a reason 










    
used when sth is different in reality to what sb expected or thought    結局、
やはり
Ex.  So you decided to come after all! （=I thought you weren’t going to 
















　以上、二種の ‘after all’ を検討したが、これを今まで例文の文末にある番号①〜
⑦を例として整理してみよう。
A. 客体的（事態の）表現
　　①　I had another appointment, but I decided to go to the party after all.
　　②　He turned out to be a knave after all.
　　④　It’s success proved that the target we set was correct after all.
B. 主体的表現
　　⑤　So you made it after all!
　　⑦　So you decided to come after all!
C. 現時点で分類保留
　　③　I guess we’d better throw it away after all.








① He had another appointment, but he decided to go to the party after all.
客体的表現とすることに人は異を唱えないのではないか。








の立場にここでは与したい。①から⑦までの例文で ‘after all’ はすべて文末にある。
が、「主観性領域を修飾する」のは⑤、⑦、また、③が ‘I guess’ と呼応する場合で、
これらが文副詞に準ずる「文副詞（相当語）句」とでも呼ぶべきものであろう。ただ

























本稿では ‘after all’ という副詞句を対応表現候補の一つとして検討した。その結果、
A. 客体的事態の表現、B. 主体的表現の区分が成立することを見た。しかしながら、
小説、辞書の例文等からは「やっぱり」の主体的認識は表現されないままに、客体的
表現の ‘after all’ が当てられた例が多く確認され、この語の示す認識表現が英語を
母語とする人に理解されにくい語であることが確認された。‘after all’ は「客体的事
態」として、「その結果／結局」という側面に話者の意識があって使われていると考















葉の力』第Ⅱ部第 3 章　おうふう　pp. 95 − 113．
氏家洋子（2007）「日本人はなぜ『やっぱり』を多用するのか」 小池清治・氏家洋子・
　　　　秋元美晴『日本語教育探究法』第 14 章 朝倉書店 pp. 112 − 123．
加藤薫（1999）「やはり論の問題点−その対立する論点の整理と展望−」カッケンブ













『研究社 新和英中辞典　第 3 版』（1983）市川・コリック・日向・牧編 研究社
『研究社 新和英中辞典　第４版』（1995）市川・コリック・日向・牧編 研究社
『ウィズダム英和辞典　第二版』（2008）井上永清、赤野一郎編　三省堂




COBUILD Advanced Dictionary of American English, English/Japanese  1st edition（2008）, 
New York：HarperCollins Publishers Ltd.
Oxford Advanced Learner’s Dictionary  8th edition（2010）, Oxford: Oxford University 
Press. 
・用例典拠
夏目漱石（1906）『坊っちゃん』（『ホトトギス』4 月号） [ 使用本：角川書店（2004）] 
Natsume, Soseki（1985）Botchan  [Translated by Alan Turney] Tokyo: Kodansha 
international.
--------------------（2006）Botchan  [Translated by J. Cohn] Tokyo: Kodansha international
--------------------（1968）Botchan  [Translated by Umeji Sasaki] チャールズ・E. タトル出
版




吉本ばなな（1987）『キッチン』（1991）『満月 ----- キッチン 2』（共に（1991）『キッチン』
福武文庫）[ 使用本：角川書店（1999）]
Yoshimoto, Banana（1993）Kitchen   [Translated by Megan Backus], London: Faber 
and Faber Limited.
（かのう　まいこ・大学院博士後期課程２年） 
八九
